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１． 研究計画の概要 
詳細にダスト進化を考慮した銀河進化モデ
ルを、化学進化を含む多相星間ガスモデルを
拡張することで構築する。特に、ダスト量だ
けでなく、その組成および粒子サイズ分布進
化も精密にモデルに組み込むことが重要で
ある。また、ダストと恒星の現実的な分布を
仮定して輻射輸送数値計算を行い、実効的な
ダスト減光曲線をモデル化する。銀河進化に
応じた減光曲線進化を得ることが最終目標
となる。さらに、最新の観測データと比較し
てモデルの検証を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
ダスト進化を詳細に考慮した銀河進化モデ
ル構築にあたり、ダスト粒子サイズ分布進化
の部分に困難があり、未だ、モデル構築の途
中である。一方、ダスト組成やサイズ分布を
考慮した輻射輸送数値計算コードは完成し、
その応用として、原始惑星系円盤におけるダ
ストの諸性質を検討した。特に、氷ダストの
存在域を散乱光で明らかにする新しい観測
手法を提案し、実際にすばる望遠鏡で観測を
行い、理論を検証した。また、銀河進化につ
いて、すばる望遠鏡を用いた観測研究を推進
し、いくつか重要な成果を得ている。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画より遅れているが、一方で、派生
的な研究成果は数多く得ている。その点を考
慮して、達成度は７０％と考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
ダスト粒子サイズ進化のモデル化は現状で
はかなり困難であることが分かったので、こ

の部分は簡単化が必要である。そこで、ダス
ト組成進化のみ詳細に扱い、サイズ分布は銀
河系的なものを仮定して、モデル構築を完了
させる。それにもとづき、ダスト減光曲線進
化モデルを提案する。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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